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【目 的】：2030年度まで、都道府県や市町村等と連携しつつ、関係省庁が一体となって政策資源を総動員し、
「クマ被害対策パッケージ」に含まれる施策を体系的に実施することで、クマ被害対策の継続的かつ効果的な推進を図る

【目指す将来像】：クマ出没時の対応体制が確立され、人とクマのすみわけを実現し、国民の命と暮らしを守る

2027

クマ被害対策ロードマップ 令和８年３月27日 クマ被害対策等に関する関係閣僚会議決定

2025 2031～（年度）2029 203020282026

①出没時の緊急対応
   

②人の生活圏への出没防止

③個体数管理の強化
   

④人材確保・育成（ガバメントハンターを含む捕獲者の確保、高度な捕獲技術者育成 等）

⑦その他・財政措置に関すること（研究開発、国立公園の安全強化、予算の確保 等）

⑤クマの生息環境の保全・整備 (安定的な生息環境の確保 等）

⑥情報の発信等（国民等に向けたクマへの対応の情報発信 等）

●ロードマップ全体の評価
（アウトプット目標と指標）

１. 恒常的生息域の自治体に
おいて緊急的な対応体制が
確保される
（自治体の緊急時の
体制の確保率：100％）

2.推定個体数、捕獲目標数が   
明確化され、適正個体数に
向けた捕獲、管理が進展する

 （各個体群における
推定個体数・捕獲目標数の
明確化率：100％）

3.恒常生息域の自治体に
   おいてゾーニング管理計画が
   策定され、計画に基づく
管理が有効となる

  （自治体のゾーニング管理
計画策定率：100%）

■関係閣僚会議や関係省庁連絡会議を毎年開催し、進捗を管理

対応人材や資機材の整備状況を含めた緊急的な体制の構築状況、
捕獲目標数と実際の捕獲数、ゾーニング管理計画の策定状況等を把握

データの精緻化を進め、
順応的にクマ対策を実施

緊急時における対応体制整備の支援
緊急時における対応体制の維持・向上

放任果樹等の誘引物の管理支援
はこわな・クマ撃退スプレー等の資機材整備支援

ゾーニング管理計画の作成支援

個体数調査・推定(東北) 個体数調査・推定（全国）
個体数管理のための捕獲目標数を精緻化

【
目
指
す
将
来
像
】

春期管理捕獲の実施支援・捕獲と処理の効率化及び支援
広域的な管理方針に基づく管理

調査結果のフォローアップ

ク
マ
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害
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
策
定
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夏までに取り組んだこと①

①出没時の緊急対応に関する取組

• 交付金の追加配布（出没防止のための資機材購入や放任果樹伐採等）
• 集落支援員による集落点検項目へのクマの誘引物・痕跡等の追加

• 堅果類の豊凶調査結果取りまとめ・公表
• 専門家派遣による自治体の技術支援（プロデータバンク）
• クマ出没対策コンサルティング実証事業の実施

②人の生活圏への出没防止に関する取組

• 春期管理捕獲・捕獲の強化に向けた交付金の配布・追加配布
春季管理捕獲では９道県で158頭を捕獲。実施市町村数は109から153に増加

• 東北地方においてクマの生息状況把握のための個体数調査を開始
• 環境省交付金を活用したドローン、ICT等新技術を含むクマ対策に関する
事例集の作成

③個体数管理の強化に関する取組

調査用の自動撮影カメラの設置

（総務省と連携して実施）

• 緊急銃猟ガイドラインの改定、制度説明会の実施
• 緊急銃猟体制構築のための研修会を実施（3回）
• 交付金の追加配布（捕獲強化のための資機材の増備、ガバメントハンター雇用等）
• クマのはこわなによる捕獲に関するレポートの作成、公表
• 麻酔による効果的なクマの捕獲体制を構築するための参考資料の作成、公表
（厚生労働省、農林水産省と連携して実施）

「ドローンを活用した春期管理捕獲」の実施（山形県）

緊急銃猟現地研修会（青森市）
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• 交付金の追加配布（自治体の専門的な人材の育成・確保の推進等）
• 自衛隊OB（隊友会）への鳥獣保護管理への協力要請

④人材育成・確保に関する取組

⑤クマの生息環境の保全・整備に関する取組

夏までに取り組んだこと②

○令和8年4月～：専門職員を増員
クマ対策専門官(５名)、広域鳥獣対策専門官(10名)
○令和8年7月：市街地クマ出没対策チーム（通称：アーバンベア対策チーム）を立ち上げ

• 体制の拡充

• 四国の個体群について、センサーカメラ、GPSによる生息状況調査の実施
• 四国の個体群について、錯誤捕獲時の放獣体制の整備

⑥情報の発信等に関する取組

• 人身被害の分析レポート作成、公表
• 政府広報オンラインによる出没への注意喚起
• クマ対策に関する地域コーディネーター等の役割について、地域おこし協力隊や自治体への周知
• 国立公園オフィシャルパートナー等の企業と連携した登山者やインバウンドへの注意喚起

クマ対策特集ページ
（政府広報オンラインより）（内閣府政府広報室と連携して実施）
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• 国立公園におけるクマ被害対策手引書の作成
• 国立公園の安全対策の強化（キャンプ場における電気柵・フードロッカー等）、ビジターセンター等
におけるクマ撃退スプレーレンタルの実施

• 交付金の配布・追加配布（出没情報の共有システム等の構築）
• クマ撃退スプレーに関する推奨される要件取りまとめと公開、消費者への注意喚起

• 市街地等におけるクマ対策に係る技術導入実証事業の実施
• クマ被害対策等に関する関係省庁連絡会議開催（5/1）
• 地方支分部局での関係省庁連絡会議（春）

夏までに取り組んだこと③

⑦その他・財政措置に関すること

クマ撃退スプレー注意喚起動画より
（独）国民生活センター提供野生動物対策用のゴミ箱の設置登山口における情報提供施設の整備

（消費者庁、（独）国民生活センターと連携して実施）
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市街地等におけるクマ対策に係る技術導入実証事業等について

 クマ対策の知見・経験が乏しい自治体に
対して、その地域に最適な対策を助言・
実践できる専門家チームによるコンサル
タントを実施。

 クマ出没対策コンサルティング実証事業
（２）市街地出没に備えた安全対策の強化

 市街地等におけるクマ対策に係る技術導入実証事業
 企業等から提案があった技術の活用可能性を検証（クマ対策に活用可能な技術か）

（１）クマ被害対策に係る技術の導入促進
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①クマ出没時の緊急対応
・緊急銃猟体制構築のための研修会の開催

  ・交付金の追加配布（捕獲強化のための資機材の増備、ガバメントハンター雇用等）
②人の生活圏への出没防止

・クマ出没対策コンサルティング実証事業の実施
・交付金の追加配布（出没防止のための資機材購入や放任果樹伐採等）

③個体数管理の強化
・個体群単位で広域管理を検討する場の構築（広域協議会等の設置）

④人材育成・確保
・夜間銃猟安全管理講習会の開催及び射撃技能の確認等
・鳥獣保護管理法基本指針の改定

⑥情報の発信等
・過度な意見に対する自治体の適切な対応への支援

⑦その他・財政措置に関すること
・地方支分部局での関係省庁連絡会議（秋）

秋季に向けた施策強化の予定

 引き続き「クマ被害対策ロードマップ」に沿って、秋季の出没増加に備えた緊急対応・出没防止・
情報発信等の取組を強化

7東北地方では関係省庁連絡会議に合わせて
オンラインセミナーを開催 7
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関係機関等への注意喚起の実施状況（令和８年度）
発出日 注意喚起の内容
4.24 都道府県を通じて、住民、農業者、林業従事者に注意喚起

4.28 環境省と観光庁で連携してクマに関する啓発ポスター（日英）を作成
都道府県に、国立公園におけるクマ対策の実施、出没情報等の収集・発信等、
公園利用者に対する適切な情報提供による安全対策の実施を依頼
（環境省・観光庁）

5.12 環境大臣閣議後会見において、クマの出没に警戒するよう国民に注意喚起
都道府県に対して、クマの出没対策（特に山菜採り、出没時対応）の徹底を通知
併せて総務省からも都道府県に対して環境省通知について情報提供を実施

5.23~ 山菜採りに出かける方々向けの注意喚起として、北海道や東北など、
クマの出没情報が多い地域等に新聞一面広告を掲載。
またインターネットに静止画バナー広告を掲載。
（政府広報・環境省）

5.25 国民向けのクマに関する情報をまとめたウェブサイトの公開等
について、都道府県宛てに発信

注意喚起ポスター

新聞一面広告

静止画バナー広告
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関係機関等への注意喚起の実施状況（令和８年度）

発出日 注意喚起の内容

5.29～ 児童生徒向けの動画と保護者向けのリーフレットを作成
GIGA端末での配信や地域の小中学校での配布、
インターネット動画バナー広告での誘導により発信
（政府広報・文部科学省・環境省）

8.25 『クマ撃退スプレーの性能に係る推奨要件』と備え方に関する注意喚起資料を公表
SNS、YouTube、国立公園オフィシャルパートナーへのメルマガ等でも発信
（環境省、消費者庁、（独）国民生活センター）

8.28 都道府県に対して、柔軟な制度運用の実施や人身被害発生時の情報収集、
DNA分析の実施等について注意喚起を発信 

9.2 （一財）大日本猟友会、（一財）全日本狩猟倶楽部及び都道府県に、
狩猟等における事故防止や違法捕獲の防止等狩猟の適正化等への協力を依頼

9.10 政府広報オンラインにおいて、日頃から実践できる対策や、万が一遭遇してしまったときの
対処法、クマと人のすみ分けを進める国などの取組の紹介ページを公開

9.16 多くの外国人観光客が訪れる秋の行楽シーズンを前に、
英語版のクマ注意喚起チラシを作成
各都道府県や観光事業者等へのデータ提供のほか、SNSにより広く発信
（環境省、観光庁）

9.29 都道府県に対して、住民・観光客への注意喚起、関係機関による迅速・安全な対応、
誘因物の除去等を徹底するよう依頼

インバウンド向け
クマ注意喚起チラシ

児童生徒・保護者向け
静止画バナー広告

クマ撃退スプレー注意喚起ポスター
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